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第 1 章

電話機

• Cisco IP会議用電話 8832 （1ページ）
•このドキュメントでサポートされる電話機（2ページ）
•新機能および変更された機能（3ページ）
•電話機のセットアップ（3ページ）
•別の電話機からの内線へのサインイン（エクステンションモビリティ）（9ページ）
•ゲストとしての電話機へのサインイン（10ページ）
•電話機でのプロファイルルールの設定（11ページ）
•電話機のWebページ（11ページ）
•短縮ダイヤル番号（12ページ）
• Cisco IP会議用電話 8832のボタンとハードウェア（13ページ）
•省電力（17ページ）
•追加のヘルプと情報（18ページ）

Cisco IP会議用電話 8832
Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンは、中～大規模の会議室やエグゼク
ティブオフィス向けに高解像度（HD）のオーディオパフォーマンスと 360度のカバレッジを
提供します。会議電話のマイクは感度が高いため、通常の声で話すことができ、最大2.1m（10
フィート）離れた場所からでも声がはっきりと聞こえます。

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
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図 1 :マルチプラットフォームファームウェア搭載 Cisco IP会議用電話 8832

大きな会議室でのカバレッジを高めるため、電話機に2つの有線拡張マイクを接続できます。

電話機は、オプションのワイヤレス拡張マイク 2個のセットもサポートしています。

電話機は、6.1 X 6.1 m（20 X 20フィート）の部屋で最大 10人まで使用できます。拡張マイク
を追加すると、部屋は 6.1 X 10 m（20 X 34フィート）に、人数は最大 22人にカバレッジが拡
張されます。

機能のサポート

このドキュメントでは、デバイスがサポートするすべての機能について説明します。ただし、

すべての機能が現在お使いの構成でサポートされているとは限りません。サポート対象機能に

ついては、サービスプロバイダーまたは管理者に問い合わせてください。

このドキュメントでサポートされる電話機
このドキュメントでは、次の電話機をサポートしています。

• Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォン

このドキュメントでは、電話機または Cisco IP電話という用語は上記の電話機を指します。

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
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新機能および変更された機能

ファームウェアリリース 11.3(1)の新機能および変更された機能
新規および変更されたセクションリビジョン

短時間のアクティベーションコードを使用し

て電話機を自動プロビジョニングする（5
ページ）

短時間のアクティベーションコードを使用し

た自動プロビジョニングをサポートする新し

いタスクが追加されました。

電話機についての情報を取得する（18ペー
ジ）

電話画面の UDI機能をサポートするよう既存
のタスクが更新されました

電話機にプロビジョニングの障害メッセージ

が表示されたときに詳細情報を取得する（24
ページ）

プロビジョニングが失敗した場合の保守性向

上メッセージをサポートするタスクが追加さ

れました。

ファームウェアリリース 11.2(3)SR1の新機能および変更された機能
新規または変更されたセクション改訂

アクティベーションコードで電話を搭載しま

す。（4ページ）
アクティベーションコードを使用して電話機

を取得するための新しいタスクを追加。

電話機のセットアップ
電話機のセットアップとネットワーク接続は管理者が行います。電話機の設定と接続が完了し

ていない場合は、管理者に手順を問い合わせてください。

会議電話機への給電方法

会議電話には、次のいずれかの電源からの給電が必要です。

• Power over Ethernet（PoE）

•北米

• Cisco IP会議用電話 8832 PoEインジェクタ

• Cisco IP会議用電話 8832イーサネットインジェクタ

•北米以外—Cisco IP会議用電話 8832 PoEインジェクタ

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
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図 2 :会議電話の PoE電源オプション

Cisco IP会議用電話 8832イーサネットインジェ
クタと PoE電源オプション

Cisco IP会議用電話 8832 PoEインジェクタ
と PoE電源オプション

ネットワークへの接続

電話機を電話ネットワークに接続する必要があります。

•有線接続：イーサネットケーブルを使用して電話機をネットワークにつなげます。

アクティベーションコードで電話を搭載します。

電話機が起動すると、開始画面が表示され、そこでアクティベーションコードを入力できま

す。アクティベーションコードがない場合は、管理者に問い合わせてください。

始める前に

管理者は、xxxx-xxxx-xxxx-xxxxの形式で、16桁のアクティベーションコードを提供します。

手順

ステップ 1 [開始 (Welcome)]画面に表示されているフィールドにアクティベーションコードを入力します。
コードを入力する際に、ハイフン (-)を入力する必要はありません。

ステップ 2 続行を押します。
電話機は、オンボードプロセスを自動的に完了します。

ステップ 3 エラーメッセージが表示された場合は、コードをもう一度入力するか、管理者に新しいコード
を問い合わせてください。

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
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短時間のアクティベーションコードを使用して電話機を自動プロビ

ジョニングする

電話機が起動すると、開始画面が表示され、そこでアクティベーションコードを入力できま

す。アクティベーションコードがない場合は、管理者に問い合わせてください。

始める前に

管理者は、次のアクティベーションコードを提供します。

手順

ステップ 1 ポンド記号（＃）を押し、[開始 (Welcome)]画面に表示されているフィールドにアクティベー
ションコードを入力します。

ステップ 2 続行を押します。
電話機は、プロビジョニングプロセスを自動的に完了します。

ステップ 3 エラーメッセージが表示された場合は、コードをもう一度入力するか、管理者に問い合わせて
ください。

有線拡張マイクの取り付け

会議電話は、2つの有線拡張マイクを備えたオプションキットをサポートしています。マイク
は電話機から最大 2.13 m（7フィート）まで延長できます。最高の結果を得るには、マイクを
電話から少なくても 0.91 m（3フィート）離して配置することをお勧めします。

電話機と一緒に 2つの有線マイクまたは 2つのワイヤレスマイクを使用できますが、2種類の
マイクを組み合わせて使用してください。

（注）

手順

ステップ 1 会議電話の側面のポートにマイクケーブルの端を差し込みます。

ステップ 2 マイクのケーブルを希望する位置まで延長します。

次の図は、有線拡張マイクの取り付けを示しています。
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図 3 :有線拡張マイクの取り付け

関連トピック

有線拡張マイク（16ページ）

ワイヤレス拡張マイクの取り付け

会議電話には、2つのワイヤレス拡張マイクを接続するオプションがあります。

電話機と一緒に 2つの有線マイクまたは 2つのワイヤレスマイクを使用できますが、2種類の
マイクを組み合わせて使用することはできません。

（注）

電話機の通話時は、拡張マイクのLEDが緑色に点灯します。拡張マイクをミュートするには、
[ミュート（Mute）]キーを押します。マイクをミュートにすると、LEDが赤く点灯します。マ
イクのバッテリが少なくなると、電池残量表示 LEDがすばやく点滅します。

始める前に

ワイヤレス拡張マイクを取り付ける前に、有線拡張マイクを取り外します。有線およびワイヤ

レス拡張マイクは同時に使用できません。

手順

ステップ 1 マイクを配置するテーブルの表面で、テーブルマウントプレートを置く位置を決めます。

ステップ 2 テーブルマウントプレートの底面に付いている両面テープの接着面を剥がします。テーブル
マウントプレートを配置し、テーブルの表面に接着します。
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ステップ 3 テーブルマウントプレートにマイクを取り付けます。マイクには磁石が埋め込まれているの
で、ユニットが所定の場所にくっつきます。

マイクと取り付けたテーブルマウントは、必要に応じてテーブルの表面上の別の場所に移動で

きます。ユニットを保護するため、移動する際は慎重に行ってください。

関連トピック

ワイヤレス拡張マイク（16ページ）
ワイヤレス拡張マイクの取り付け（6ページ）

ワイヤレスマイクのペアリング

始める前に

すべての有線マイクを取り外します。

手順

ステップ 1 設定を押します。

ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [マイク（Microphones）] > [ワイヤレスマイク
（Wireless microphones）]を選択します。

ステップ 3 [マイク 1（Microphone 1）]または [マイク 2（Microphone 2）]のいずれかを選択し、[ペア
（Pair）]を押します。

マイクが既に特定のチャネルにリンクされている場合、電話機の画面にマイクがペアリングさ

れていることが示されます。

ステップ 4 ワイヤレスマイクの [ミュート（Mute）] を、マイクのLEDが白く点滅するまで押します。

ペアリングが成功すると、電話機の画面に成功のメッセージが表示されます。

ステップ 5 （任意） [キャンセル（Cancel）] を押し、[ワイヤレスマイク（Wireless microphones）]メ
ニューに戻ります。

関連トピック

ワイヤレス拡張マイク（16ページ）

ワイヤレスマイクのペアリングの解除

手順

ステップ 1 設定を押します。
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ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [マイク（Microphones）] > [ワイヤレスマイク
（Wireless microphones）]を選択します。

ステップ 3 [マイク1（Microphone 1）]または [マイク2（Microphone 2）]のいずれかを選択します。

選択したチャネルがペアリングされている場合、[ペア解除（Unpair）]ソフトキーが電話機の
画面に表示されます。

ステップ 4 [ペア解除]を押します。

関連トピック

ワイヤレス拡張マイク（16ページ）

ワイヤレスマイクの充電クレードルの取り付け

ワイヤレスマイクの電池を充電するには、充電クレードルを使用します。

手順

ステップ 1 充電クレードルの電源アダプタを電源コンセントに差し込みます。

ステップ 2 充電クレードルに USB-Cケーブルの一方の端を差し込み、もう一方の端を電源アダプタに差
し込みます。

次の図は、ワイヤレスマイク充電クレードルの取り付けを示しています。

図 4 :ワイヤレスマイクの充電クレードルの取り付け
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関連トピック

ワイヤレス拡張マイク（16ページ）

ワイヤレスマイクの充電

始める前に

ワイヤレスマイクの充電クレードルを取り付けます。詳細については、ワイヤレスマイクの

充電クレードルの取り付け（8ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 充電クレードルにマイクを置きます。

ステップ 2 クレードルの LEDが白ではない場合は、マイクを取り外し、再度置きます。

関連トピック

ワイヤレス拡張マイク（16ページ）

別の電話機からの内線へのサインイン（エクステンショ

ンモビリティ）
エクステンションモビリティが設定されている場合は、ネットワーク内の別の電話機にサイン

インして、自分の電話と同じように操作することができます。ログイン後、電話機は個人の電

話番号を使用します。

始める前に

管理者はプロビジョニング権限を設定します。

手順

ステップ 1 [サインイン（Sign in）]を押します。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力し、[サインイン（Sign in）]を押します。

パスワードフィールドでは、英数字と数字の2種類の入力方法を使用できます。パスワードを
入力する際、電話機に [オプション（Options）]ソフトキーが表示されます。このソフトキー
を使用して、現在のパスワードの入力タイプを変更します。英数字で入力する場合は [すべて
入力（Input all）]を選択し、数字を入力する場合は [数字の入力（Input num]を選択します。管
理者は、電話機のWebページでパスワードの入力方法を設定します。
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ステップ 3 内線からサインアウトするには、[サインアウト（Sign out）]を押します。

ゲストとしての電話機へのサインイン
管理者が電話機でホテリングを有効にしている場合、電話機にゲストアカウントがあります。

ネットワーク内の別の電話機にゲストとしてサインインすることができます。

手順

ステップ 1 [サインイン（Sign in）]を押します。

ステップ 2 ユーザ IDとパスワードを入力します。

パスワードフィールドでは、英数字と数字の2種類の入力方法を使用します。パスワードを入
力する際、電話機に [オプション（Options）]ソフトキーが表示されます。このソフトキーを
使用して、現在のパスワードの入力タイプを変更できます。英数字で入力する場合は [すべて
入力（Input all）]を選択し、数字を入力する場合は [数字の入力（Input num]を選択します。

ステップ 3 [保存]を押します。

管理者は、緊急コールを発信するように電話機をセットアップできます。登録済み電話機にゲ

ストとしてサインインすると、電話機は電話機の場所を取得する要求を転送します。緊急コー

ルを発信する際、場所が緊急サービスに送信されます。

（注）

ゲストとしての電話機からのサインアウト

手順

ステップ 1 [ゲストアウト（Guest Out）]を押します。

ステップ 2 [サインアウト（Sign Out）]を押します。
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電話機でのプロファイルルールの設定

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [プロファイルルール（Profile rule）]を選択しま
す。

ステップ 3 電話のキーパッドを使用してプロファイルルールを入力します。

ステップ 4 [再同期（Resync）]を押します。

電話機のWebページ
コンピュータからアクセス可能な電話機のWebページで、いくつかの電話機設定をカスタマイ
ズできます。このページの URL、ユーザ IDおよびパスワードは管理者から与えられます。

電話機のWebページでは、電話機の機能、回線設定、および電話サービスを制御できます。

•電話機の機能には短縮ダイヤル、サイレント機能、個人用アドレス帳などがあります。

•回線の設定は、電話機の特定の電話回線（電話番号）に影響します。回線設定には、不在
転送、ビジュアルおよびオーディオメッセージインジケータ、呼出音のパターン、その

他の回線固有の設定が含まれます。

電話機のWebページを使用して設定できるいくつかの機能を次の表に示します。

説明機能

電話機でコール転送が有効になっている場合に、コールを受信する番号を

指定します。電話機のWebページを使用すると、より複雑なコール転送機
能（回線がビジー状態の場合の動作など）をセットアップできます。

コール転送

短縮ダイヤル番号に電話番号を割り当てると、その相手にすばやくコール

をかけることができます。

短縮ダイヤル

特定の回線に着信音を割り当てます。呼出音

電話機のWebページでパーソナルディレクトリに連絡先を追加します。パーソナルディ

レクトリの連絡

先
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短縮ダイヤル番号
電話機で番号をダイヤルする際には、一連の数字（ディジット）を入力します。短縮ダイヤル

番号を設定する際には、コールで必要なすべてのディジットを短縮ダイヤル番号に含める必要

があります。たとえば、外線に接続するために9をダイヤルする必要がある場合は、9番を押し
てからダイヤルしたい番号を押してください。

また、ダイヤルする他のディジットを番号に追加することもできます。追加のディジットの例

として、会議アクセスコード、内線、ボイスメールパスワード、承認コード、課金コードな

どがあります。

ダイヤル文字列に含めることができる文字はつぎのとおりです。

• 0～ 9

•シャープ（#）

•アスタリスク (*)

•コンマ（,）：一時停止記号であり、ダイヤリング中に2秒の遅延を挿入します。複数のカ
ンマを連続させることができます。たとえば、2つのカンマ（,,）は、4秒間のポーズを表
します。

ダイヤル文字列の規則は次のとおりです。

•ダイヤル文字列の各部分を分離するには、カンマを使用します。

•短縮ダイヤル文字列では、常に課金コードの前に承認コードを含める必要があります。

•文字列内の承認コードと課金情報コードの間に1つのコンマが必要です。

•承認コードおよび追加のディジットを含む短縮ダイヤルには、短縮ダイヤルラベルが必要
です。

短縮ダイヤルを設定する前に、ディジットを手動で少なくとも1回ダイヤルしてみて、内容が
正しいことを確認してください。

短縮ダイヤルの承認コード、課金コード、および追加のディジットは、電話機の通話履歴に保

存されません。短縮ダイヤルを使って宛先に接続した後に [リダイヤル（Redial）]を押すと、
電話機に必要な承認コード、課金情報コード、または追加の数字を手動で入力するよう求めら

れます。

例

承認コードと課金コードが必要な状況で、特定の内線の相手に電話するために短縮ダイヤル番

号をセットアップするには、次の要件を考慮してください。

•外線の 9をダイヤルする必要があります。

•通話先の番号は 5556543です。
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•承認コード 1234を入力する必要があります。

•課金コード 9876を入力する必要があります。

• 4秒ほど待機します。

•電話がつながった後、内線 56789#をダイヤルする必要があります。

このシナリオでは、短縮ダイヤル番号は95556543,1234,9876,,56789#となります。

Cisco IP会議用電話 8832のボタンとハードウェア
次の図は Cisco IP会議用電話 8832です。

図 5 : Cisco IP会議用電話 8832の各ボタンと機能

マイクロフォンのオン/オフを切り替えます。
マイクロフォンをミュートにすると、LEDバーが赤く点灯
します。

ミュートバー1
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コール状態を示します。

•緑、点灯：アクティブコール

•緑（点滅）：着信コール

•緑（速い点滅）：保留中のコール

•赤、点灯：ミュート中のコール

LEDバー2

機能とサービスにアクセスします。ソフトキーボタン3

メニューをスクロールして項目を強調表示し、強調表

示された項目を選択できます。

アイドル状態の電話機で、 [上（Up）]を押すと最近の通話
リストにアクセスでき、 [下（Down）]を押すとお気に入
りリストにアクセスできます。

ナビゲーションバーと

[選択（Select）]ボタン
4

スピーカーフォンの音量（オフフック）と着信音の音

量（オンフック）を調整します。

音量を変更するとLEDバーが白く点灯し、音量の変化を表
示します。

[音量（Volume）]ボタ
ン：

5

会議電話のメニュー操作

ナビゲーションバーを使用してメニューをスクロールできます。ナビゲーションバーの内側

の [選択（Select）]ボタンを使用して、メニュー項目を選択します。

メニュー項目にインデックス番号がある場合は、キーパッドでインデックス番号を入力して項

目を選択できます。
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会議電話のソフトキー

ソフトキーを使用して電話機の機能を操作できます。ソフトキーは画面の下にあり、ソフト

キーの上の画面に表示されている機能にアクセスできます。ソフトキーは、その時点で行って

いる操作に応じて変化します。

および ソフトキーは、●●ソフトキーが さらに多くのソフトキー機能が利用できるこ
とを意味することを示します。

カンファレンス電話機の画面

電話画面には、電話番号、アクティブコールのステータス、ソフトキーなど、その電話機に関

する情報が表示されます。スクリーンにはヘッダー行、中央セクション、フッター行の3つの
セクションがあります。

スクリーンの最上部にはヘッダー行があります。ヘッダー行には現在の日時と電話

番号が表示されます。

1

電話画面の中央にはコールまたは回線に関連する情報が表示されます。2

画面の最下行にはソフトキーのラベルが表示されます。各ラベルは、スクリーンの

下にあるソフトキーボタンのアクションを示しています。

3

電話スクリーンのクリーニング

手順

電話機の画面が汚れている場合は、柔らかく乾いた布で拭いてください。

電話機に対して液体や粉末を使用しないでください。電話機の部品に入り込み、故障

の原因になる可能性があります。

注意
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有線拡張マイク
図 6 :有線拡張マイク

通話時は、 [ミュート（Mute)] ボタンの周りの拡張マイク LEDが緑色に点灯します。

マイク音声がミュートになっているとき、LEDバーは赤色です。[ミュート（Mute)]ボタンを
押すと、電話機と拡張マイクはミュートされます。

関連トピック

有線拡張マイクの取り付け（5ページ）

ワイヤレス拡張マイク

Cisco IP会議用電話 8832は、オプションキットで充電クレードルと一緒に用意されている 2
つの拡張ワイヤレスマイクをサポートしています。ワイヤレスマイクを充電クレードルの上

に配置して充電すると、クレードルの LEDが白く点灯します。

図 7 :ワイヤレスマイクロフォン
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図 8 :充電クレードルに載せたワイヤレスマイク

会議電話での通話時は、[ミュート（Mute）] ボタンの周りの拡張マイクLEDが緑色に点灯
します。

マイクをミュートにすると、LEDが赤く点灯します。[ミュート（Mute）]ボタンを押すと、電
話機と拡張マイクはミュートされます。

電話機がワイヤレスマイク（たとえばワイヤレスマイク1）とペアリングされていて、充電器
にワイヤレスマイクを接続している場合、[詳細表示（Show detail）]ソフトキーを押すとマイ
クの充電レベルが表示されます。

電話機がワイヤレスマイクとペアリングされている時に有線マイクを接続すると、ワイヤレス

マイクのペアリングが解除され、電話機は有線マイクとペアリングされます。有線マイクが接

続されたことを示す通知が電話機の画面上に表示されます。

関連トピック

ワイヤレス拡張マイクの取り付け（6ページ）
ワイヤレスマイクのペアリング（7ページ）
ワイヤレスマイクのペアリングの解除（7ページ）
ワイヤレスマイクの充電クレードルの取り付け（8ページ）
ワイヤレスマイクの充電（9ページ）

省電力
管理者は、電話画面で、電話機を使用していないときに使用される電力量を減らすことができ

ます。管理者が設定できる省エネのレベル：

•省電力：電話機が一定時間にわたって非アクティブ状態のままだとバックライトや画面が
オフになります。

電話機の電源を入れる

電話機の省エネがオフになっているときには、電話画面は空白で、[選択（Select）]ボタンが
点灯します。
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手順

[選択（Select）]を押して電話機を再度オンにします。

追加のヘルプと情報
電話機で利用可能な機能について不明な点がございましたら、管理者にお問い合わせくださ

い。

Ciscoウェブサイト（https://www.cisco.com）には電話機と通話制御システムに関する詳細が掲
載されています。

•クイックスタートガイドおよびエンドユーザガイド（英語）については、次のリンクを
参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-user-guide-list.html

•英語以外のガイドについては、次のリンクを参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/tsd-products-support-translated-end-user-guides-list.html

•ライセンス情報については、次のリンクを参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-licensing-information-listing.html

トラブルシューティング

次のシナリオに関連した問題が発生する可能性があります:

•電話機が通話制御システムと通信できない。

•通話制御システムで通信または内部の問題が発生している。

•電話機内部で問題が発生している。

問題が発生した場合は、管理者の支援のもとで問題の根本原因をトラブルシューティングする

ことができます。

電話機についての情報を取得する

管理者から、電話機についての情報を提供するよう求められることがあります。この情報は、

トラブルシューティングの目的で電話機を一意に識別します。

電話機には、すべての一意のデバイス識別子 (UDI)情報が含まれています。UDIは、電話機に
関連付けられた 3つのデータ要素で構成されています。データ要素は次のとおりです。

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
18

電話機

追加のヘルプと情報

https://www.cisco.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/tsd-products-support-translated-end-user-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/tsd-products-support-translated-end-user-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-licensing-information-listing.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-licensing-information-listing.html


•製品ID(PID)

•バージョン ID（VID）

•シリアル番号(SN)

電話機の webインターフェイスにある[情報（Info）] > [ステータス（Status）] > [製品情報
（Product Information）]に移動して、電話機に関する情報を検索することもできます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [製品情報（Product Information）]を選択します。

以下の情報を確認できます。

製品名: Cisco IP電話を表す名前。

[シリアル番号（Serial number）]：Cisco IP電話のシリアル番号です。

[MACアドレス（MAC address）]：Cisco IP電話のハードウェアアドレスです。

[ソフトウェアバージョン（Software version）]：Cisco IP電話ファームウェアのバージョン番
号です。

[ハードウェアバージョン（Hardware version）]：Cisco IP電話ハードウェアのバージョン番号
です。

VID: Cisco IP電話のバージョン ID。

[証明書（Certificate）]：ITSPネットワークでCisco IP電話を使用できる事を認証するクライア
ント証明書のステータス。このフィールドは、クライアント証明書が電話機に正しくインス

トールされているかどうかを示します。

[カスタマイぜーション（Customization）]：RCユニットについて、このフィールドはユニット
がカスタマイズされているかどうかを示します。[保留中（Pending）]は、プロビジョニングの
準備ができている新しい RCユニットを示します。ユニットがすでにカスタマイズされたプロ
ファイルを取得している場合、このフィールドにはカスタマイズ状態が [取得済み（Acquired）]
として表示されます。

ステップ 3 [アプリケーション（Applications）]画面に戻るには、[終了（Exit）]を押します。

電話機でカスタマイズ状態を表示

EDOSサーバからの RCのダウンロードが完了すると、画面上で電話機のカスタマイズ状態を
表示できるようになります。

リモートカスタマイズ状態の説明は次のとおりです。

• [オープン（Open）]：電話機が初めて起動し、設定されていません。
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• [中断（Aborted）]：リモートカスタマイズが、DHCPオプションなどの他のプロビジョニ
ングのために中断されました。

• [待機中（Pending）]：電話機はプロファイルをEDOSサーバからダウンロードすることが
できません。

• [カスタム待機中（Custom-Pending）]：電話機が EDOSサーバからリダイレクトURLをダ
ウンロードしました。

• [取得済み（Acquired）]：EDOSサーバからダウンロードされたプロファイルに、プロビ
ジョニング設定のリダイレクト URLがあります。プロビジョニングサーバからのリダイ
レクト URLのダウンロードが正常に完了した場合、この状態が示されます。

• [利用不可（Unavailable）]：EDOSサーバが空のプロビジョニングファイルで応答し、HTTP
応答が 200 OKだったため、リモートカスタマイズが停止しました。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ステータス（Status）]> [製品情報（Product information）]> [カスタマイズ（Customization）]

を選択します。

ステップ 3 [戻る（Back）]を押します。

[ネットワークステータス（Network Status）]の表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [ネットワークステータス（Network Status）]を選択します。

以下の情報を確認できます。

• [ネットワークタイプ（Network type）]：電話機が使用するローカルエリアネットワーク
（LAN）接続のタイプを示します。

• [ネットワークステータス（Network status）]：電話機がネットワークに接続されているか
どうかを示します。

• IPv4ステータス -電話機の IPアドレス。電話機の IPアドレス、アドレッシングタイプ、
IPステータス、サブネットマスク、デフォルトルータ、ドメインネームサーバ（DNS）
1、DNS 2に関する情報を確認できます。

• IPv6ステータス -電話機の IPアドレス。電話機の IPアドレス、アドレッシングタイプ、
IPステータス、サブネットマスク、デフォルトルータ、ドメインネームサーバ（DNS）
1、DNS 2に関する情報を確認できます。
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• VLAN ID -電話機のVLAN ID。

• [MACアドレス（MACaddress）]：電話機固有のメディアアクセスコントロール（MAC）
アドレス。

• [ホスト名（Host name）]：電話機に割り当てられた現在のホスト名が表示されます。

•ドメイン-電話機のネットワークドメイン名を表示します。デフォルト：cisco.com

• [スイッチポートリンク（Switch port link）]：スイッチポートのステータス。

• [スイッチポート設定（Switch port config）]：ネットワークポートの速度とデュプレック
スを示します。

電話機のステータスを表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ステータス（Status）]> [電話ステータス（PhoneStatus）]> [電話ステータス（PhoneStatus）]

を選択します。

以下の情報を確認できます。

• [経過時間（Elapsed time）]：システムを前回再起動してから経過した時間の合計。

• [Tx（パケット）（Tx (Packets)）]：電話機から送信されたパケット。

• [Rx（パケット）（Rx (Packets)）]：電話機で受信されたパケット。

電話機でステータスメッセージを表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [ステータスメッセージ（Status messages）]を選択します。

プロビジョニングが最後に実行されてからの、さまざまな電話ステータスのログを表示できま

す。

ステータスメッセージは UTC時間を反映し、電話機のタイムゾーン設定の影響を受
けません。

（注）
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ステップ 3 [戻る（Back）]を押します。

回線ステータスの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ステータス（Status）] > [電話ステータス（Phone status）] > [回線ステータス（Line status）]

を選択します。

電話機の各回線のステータスを表示できます。

802.1Xトランザクションステータスの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ネットワークの設定（Network configuration）] > [イーサネットの設定（Ethernet

configuration）] > [802.1X認証（802.1X authentication）] > [トランザクションステータス
（Transaction status）]を選択します。

以下の情報を確認できます。

•トランザクションステータス（Transaction status）

• Protocol（プロトコル）

リブート履歴を表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [再起動履歴（Reboot history）]を選択します。

電話機が再起動したときに、その理由を問わず、いつでも日時の詳細を表示できます。
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電話機のすべての問題を報告する

エラーレポートツール（PRT）を使用すると、通話記録を収集および送信し、管理者に問題
を報告することができます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [問題を報告（Report problem）]を選択します。

ステップ 3 [問題の発生日付（Dateof problem）]フィールドに、問題が発生した日付を入力します。デフォ
ルトではこのフィールドに現在の日時が表示されます。

ステップ 4 [問題の発生時刻（Timeofproblem）]フィールドに、問題が発生した時刻を入力します。デフォ
ルトではこのフィールドに現在の時刻が表示されます。

ステップ 5 [問題の説明（Problem description）]を選択します。

ステップ 6 表示されるリストから説明を選択します。

ステップ 7 [送信]を押します。

電話機のWebページで URLを使用して電話機の問題を特定する

電話機が機能しない場合や登録されていない場合、ネットワークエラーまたは不良構成が原因

である可能性があります。原因を特定するには、特定の IPアドレスまたはドメイン名を電話
機の管理ページに追加します。追加後にアクセスし、電話機から宛先に pingして原因を確認
することができます。

手順

サポートされているWebブラウザで、電話機の IPアドレスと pingする宛先 IPで構成される
URLを入力します。URLは、次の形式で入力してください。

http:/<Phone IP>/admin/ping?<ping destination>。ここでの定義は次のとおりです。

<Phone IP> =電話機の実際の IPアドレスです。

/admin =電話機の管理ページにアクセスするためのパスです。

<ping destination> = pingする IPアドレスまたはドメイン名です。

pingの宛先に使用できるのは、英数字、「-」および「_」（下線）のみです。それ以外を使用
すると、電話機のWebページにエラーが表示されます。<pingdestination>にスペースが含まれ
ている場合、電話機はアドレスの最初の部分のみを pingの宛先として使用します。

たとえば、192.168.1.1のアドレスに pingする場合、次のようになります。

http://<Phone IP>/admin/ping?192.168.1.1
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電話機の接続の切断

電話機が電話のネットワークと接続していない場合があります。この接続が失われると、電話

機にメッセージが表示されます。

アクティブコール中に接続が失われた場合、その通話は継続します。ただし、一部の電話機の

機能は通話制御システムからの情報を必要とするため、通常の全ての機能にアクセスできるわ

けではありません。たとえば、想定どおりにソフトキーが機能しないことがあります。

電話機が通話制御システムに再接続すると、電話機を再び通常どおりに使用できるようになり

ます。

電話機にプロビジョニングの障害メッセージが表示されたときに詳細情報を取得する

電話機にメッセージが表示された場合は、プロビジョニング設定を確認するか、サービス プ

ロバイダーに連絡してください。、設定に問題があります。このメッセージは、電話機が起動

した直後にしか表示されません。電話機がコールサーバに登録されていても、このメッセージ

は表示されません。

このメッセージは、すべてのMPP電話機に適用されます。

手順

ステップ 1 次のオプションのいずれかを選びます。

•詳細 (Details):ステータスメッセージのリストを表示します。

• [キャンセル (Cancel)]:メインの電話画面に戻ります。

プロビジョニングアラートをキャンセルした場合、電話機が再起動されるまで、電話

機は別のプロビジョニングアラートを表示しません。

（注）

ステップ 2 該当するステータスメッセージをリストから選択し、次のオプションのいずれかを押します。

•詳細 (Details):ステータスメッセージ全体を表示します。

•クリア (Clear)：メッセージの完全なリストを削除します。

ステップ 3 この問題を解決するには、管理者にお問い合わせください。管理者によってアクセスが許可さ
れている場合は、電話機の webページでもメッセージを表示できます。

電話機の webページで、[情報 >ダウンロードステータス >プロビジョニングステータス]に
移動します。
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シスコ製品（ハードウェア）に関する 1年間の限定保証規定
保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別

な条件があります。

シスコのソフトウェアに適用される保証を含む正式な保証書は、Cisco.comの次のURLで提供
されています。https://www.cisco.com/go/hwwarranty
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第 2 章

通話

•コールの発信（27ページ）
•コールへの応答（30ページ）
•コールのミュート（32ページ）
•コールの保留（32ページ）
•コールの転送（33ページ）
•通話の転送（34ページ）
•電話会議とミーティング（35ページ）
•通話の録音（35ページ）
•インスタントメッセージおよびプレゼンスの連絡先（36ページ）
•電話機のグループのページング（マルチキャストページング）（37ページ）
•コールセンター機能（38ページ）

コールの発信
電話機は、通常の電話機と同じように動作します。より簡単な操作で通話を発信できます。

電話をかける

この電話機では、他の電話機と同じようにコールを発信できます。

手順

電話番号を入力して、[通話（Call）]を押します。

緊急コールの発信

他のコールと同じように電話機を使用して緊急コールを発信します。緊急番号にダイヤルする

と、ユーザをサポートするために緊急サービスによって電話番号と場所が取得されます。
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コールが切断されると、緊急サービスからユーザに電話をかけなおすことができます。（注）

始める前に

物理的な場所を取得するように電話機をセットアップする必要があります。緊急サービス担当

者は、緊急コールを発信する際にユーザがいる場所を知っている必要があります。

手順

緊急番号を入力して、[コール（Call）]を押します。

番号のリダイヤル

最後にダイヤルした電話番号をもう一度発信できます。

手順

ステップ 1 [リダイヤル（Redial）]を押します。

デフォルトでは、[リダイヤル（Redial）]ソフトキーが電話機の画面に表示されません。設定
するには、管理者に連絡してください。

ステップ 2 [発呼（Placed calls）]リストから通話記録を選択して、連絡先を選択し、[コール（call）]を
選択します。

また、[情報および設定] > [通話履歴（Recents）] > [発呼（Placed calls）]から[発呼（Placed
calls）]リストにアクセスすることもできます。

短縮ダイヤル

短縮ダイヤルでは、ボタンを押し、事前に設定したコードを入力するかまたは電話機の画面項

目を選択すると発信できます。短縮ダイヤルは電話画面と、電話機のWebページから設定でき
ます。

短縮ダイヤルコードを編集、削除、および承認できます。

電話機の画面から短縮ダイヤルコードを割り当てる

電話画面から短縮ダイヤルのインデックスを設定できます。また、電話機のWebページから短
縮ダイヤルコードを割り当てることもできます。
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手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [短縮ダイヤル（Speed Dials）]を選択します。

ステップ 3 割り当てられていない短縮ダイヤルのインデックスまでスクロールします。

ステップ 4 [編集（Edit）]を押して、次のいずれかを実行します：

•名前と番号を入力します。
• [オプション（Option）] > [連絡先から追加（Add from contacts）]を選択してアドレス帳
から連絡先を選択します。

ステップ 5 [保存]を押します。

短縮ダイヤルコードを使用して発信

始める前に

電話機のウェブページまたは電話機の画面から、短縮ダイヤルコードをセットアップします。

手順

短縮ダイヤルコードを入力し、[コール（Call）]を押します。

国際番号のダイヤル

電話番号の前にプラス記号（+）を付けると、国際電話をダイヤルできます。

手順

ステップ 1 アスタリスク（*）を 1秒間以上押したままにします。

電話番号の先頭にプラス（+）記号が表示されます。

ステップ 2 電話番号を入力します。

ステップ 3 [通話（Call）]を押す、または最後にキーを押した後に10秒待つ事で自動的に通話を挿入しま
す。
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安全なコール

社外の人物による不正な改ざんからコールを保護するために、管理者は措置を講じることがで

きます。通話中にロックアイコンが表示されている場合、通話は安全です。電話機の設定に

よっては、発信する前またはハンドセットからセキュリティトーンが流れる前にサインオンす

る必要があります。

コールへの応答
Cisco IP電話は、通常の電話機と同じように動作します。より簡単な操作で通話に応答できま
す。

コールに応答する

手順

[応答（Answer）]を押します。

会議電話でコールウェイティングへ応答する

アクティブコール中に別のコールがあると、ビープ音が1回鳴り、会議電話の画面にメッセー
ジが表示されます。

手順

[応答（Answer）]を押します。

コールの拒否

呼び出し中の着信コールを、ボイスメールシステム（設定されている場合）または設定済み電

話番号に送信できます。設定されていないと、コールは拒否され、発信者にはビジートーンが

再生されます。

着信通話を無音にする

忙しく仕事が中断されたくない場合には、着信通話をサイレント状態にすることができます。

電話は鳴らなくなりますが、視覚的なアラートが表示されて着信通話に応答することができま

す。
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始める前に

管理者は、あなたの電話機の[無視（Ignore）]ソフトキーを設定します。

手順

いずれかの方法で、着信通話をサイレント状態にします。

• [無視（Ignore）]ソフトキーを押します。このソフトキーを押すと、ソフトキーは電話機
の画面から消え、次の着信通話で再び表示されます。

•音量 ボタンを下に押します。このボタンを再度押すと、着信音の音量が下がります。

次の着信通話時にリンガーの音量が元に戻ります。

応答不可をオンにする

電話に出たくない場合は、サイレント（DND）を使用して電話機をサイレントにし、着信コー
ル通知を無視します。ただし、DNDがオンになっていてもページングコールと緊急通話は常
に受信します。

DNDを有効にすると、着信コールがボイスメールなどの別の番号（セットアップされている
場合）に転送されます。

DNDがオンの場合、電話画面の上部のバーに [応答不可（Do not disturb）]と表示されます。

ラインキーで機能キーの同期とDNDが有効になっている場合、DNDアイコン はラインキー

ラベルの横に表示されます。

始める前に

管理者は電話機の DND/Clr DNDソフトキーを有効にします。

手順

ステップ 1 サイレントをオンにするには、 [サイレント（DND）]を押します。

もしDNDソフトキーが電話画面にグレー表示されている場合は、管理者に連絡してください。

ステップ 2 DNDをオフにするには、[DNDの無効化（Clr DND）]を押します。
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スターコードを使用してDNDをオンまたはオフにします
電話機用に設定されたそれぞれのスターコードをダイヤルすることによって、妨害防止機能を

オンまたはオフにすることができます。管理者は、電話機のWebページの [DND有効化コード
（DNDAct Code）]フィールドと [DND無効化コード（DNDDeact Code）]フィールドにそれぞ
れスターコードを入力します。

手順

ステップ 1 DNDをオンにするには、管理者から提供されたスターコードをダイヤルします。

ステップ 2 DNDをオフにするには、管理者に提供されたスターコードをダイヤルします。

コールのミュート
コール中に音声をミュートすると、自分の声が相手に聞こえず、相手の声だけを聞くことがで

きます。

手順

ステップ 1 電話機の [ミュート（Mute）] を押すか、拡張マイクの [ミュート（Mute）]
を押します。

ステップ 2 再度 [ミュート（Mute）]を押すと、ミュートはオフになります。

コールの保留

コールを保留にする

アクティブコールを保留にして、いつでも再開できます。

手順

ステップ 1 [保留（Hold）]ボタンを押す。

ステップ 2 保留中の通話を再開するには、 [再開（Resume）]を押します。

Cisco IP会議用電話 8832マルチプラットフォームフォンユーザガイド
32

通話

スターコードを使用してDNDをオンまたはオフにします



長時間にわたって保留されているコールに応答する

電話機は、長時間コールを保留している場合に知らせるキューを提供するように設定されてい

ます。

•点滅するLEDバー

•電話スクリーン上のビジュアル通知

•保留リマインダが電話機のWebページで設定されている場合の電話機での着信通知

手順

保留中の通話を再開するには[応答（Answer）]を押します。

コールの転送
機能キー同期および通話転送が設定された回線が有効な場合、通話転送 アイコンは回線キー

ラベルの隣に表示されます。

コールを転送するには、次の 2つの方法があります。

•すべてのコールを転送する

•電話機がビジー状態の場合、または応答がない場合など、特殊な状況でコールを転送する

コールが転送されることを確認するには、回線ラベルや電話画面の中央で通話転送 アイコ

ンを探します。

始める前に

管理者はあなたの電話機の [すべてを転送（Forward all）]または[すべての転送を消去（Clr
fwd all）]ソフトキーを有効にします。

手順

ステップ 1 [転送（Forward）]を押します。

ステップ 2 次のいずれかを行います:自分の電話機からダイヤルするのとまったく同じ方法で転送先番号
を入力するか、最近の通話または連絡先の履歴からエントリを選択します。

•この電話回線から着信コールを転送する、転送先番号を入力します。
• [連絡先（Contacts）]ソフトキーを押して、連絡先ディレクトリから連絡先を選択します。
• [通話履歴（Recents）]を押して、通話履歴からエントリを選択します。
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ステップ 3 [コール（Call）]を押して、すべてのコールを指定された番号に転送します。

通話の転送
アクティブコールを別の人に転送することができます。

別の担当者にコールを転送する

コールを転送した場合、他の担当者が応答するまでは、元のコールに接続した状態を保つこと

ができます。これにより、通話から自分を切断する前に、相手と個人的に話す機会ができま

す。話す必要がない場合は、他の担当者が応答する前に通話を転送します。

また、通話から自分を切断する前に、両方の通話者の間で切り替えて、両者とそれぞれ個別に

話し合うこともできます。

手順

ステップ 1 保留中ではないコールで、[転送（Transfer）]を押します。

ステップ 2 別の担当者の電話番号を入力して、[コール（Call）]を押します。

ステップ 3 （任意）着信音が鳴るか、相手がコールに応答するまで待ちます。

ステップ 4 再度 [転送（Transfer）]を押します。

転送を行う前の会話

コールを転送する前に、転送先の相手と会話することができます。

始める前に

アクティブコールを転送しなければならない場合があります。

手順

ステップ 1 [転送（Transfer）]を押します。

ステップ 2 相手が応答すると、相手と話すことができます。

ステップ 3 再度 [転送（Transfer）]を押します。
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電話会議とミーティング
1つのコールで複数の相手と話し合うことができます。別のユーザにダイヤルして、そのユー
ザをコールに追加することができます。参加者全員が電話を切ると、会議は終了します。

他の人をコールに追加する

手順

ステップ 1 アクティブコールから、[会議（Conference）]を押します。

ステップ 2 追加する通話相手の電話番号を入力し、[コール（Call）]を押します。

ステップ 3 もう一度 [会議（Conference）]を押します。

通話の録音
通話中に録音することが可能です。コールの録音時に、通知トーンが聞こえることがありま

す。

録音中、[コール（Calls）]画面にさまざまな録音アイコンが表示されます。アイコンは録音状
態によって異なります。

表 1 :録音アイコン

意味アイコン

録音中

記録一時停止

始める前に

管理者は、電話機でのコールの録音を有効にします。

手順

ステップ 1 アクティブコール中に [録音（Record）]を押します。

ステップ 2 （任意）録音中に [録音の一時停止（PauseRec）]を押すと、録音を一時停止できます。

ステップ 3 （任意）録音を再開するには、[録音の再開（ResumeRec）]を押します。

ステップ 4 （任意）録音を停止するには、[録音の停止（StopRec）]を押します。
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ステップ 5 コールを終了するには、[通話終了（End Call）]を押します。

インスタントメッセージおよびプレゼンスの連絡先
インスタントメッセージおよびプレゼンス（IM&P）の連絡先には、それらのプレゼンス情報
が表示されます。ユーザが利用可能、ビジー、利用不可能、または応答不可かどうかを確認で

きます。

連絡先のリストを管理するには、UC-One Communicatorを使用します。電話機は、UC-One
Communicatorサーバから連絡先のリストを取得します。

電話機を使用すると、電話機は UC-One Communicatorにステータス情報を送信します。

プレゼンス

会社で「UC-OneCommunicator」サービスを使用し、電話機とこのサービスを統合することが
できます。このサービスを使用すると、連絡先のステータスを表示できます。

自分のステータスは電話機のステータス行に表示されます。次のいずれかが表示されます。

•応答可能（Available）

•不在

•取り込み中

•オフライン

「UC-OneCommunicator」サービスの詳細については、Broadsoftのドキュメントを参照してく
ださい。

IMおよびプレゼンスの連絡先に対するコールの発信
IM&Pの連絡先に含まれる相手にコールを発信する場合、相手のプレゼンス状態が通話履歴に
表示されます。

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [IM&P]を選択します。

ステップ 3 ディレクトリを選択します

ステップ 4 エントリを選択します。

エントリに連絡先のステータスが表示されます。
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ステップ 5 （任意）連絡先の詳細を表示するには [詳細（Detail）]を押し、連絡先リストに戻るには [戻
る（Back）]を押します。

ステップ 6 [通話]を押します。

プレゼンス状態の変更

電話機は常に利用可能なため、電話機でプレゼンスを手動設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）]を押します。

ステップ 3 リストからプレゼンスを選択します。

• [利用可能（Available）]：電話に出ることができます。
• [退席中（Away）]：短時間、電話機から離れています。
• [応答不可（Do not disturb）]：電話に出ません。
• [オフライン（Offline）]：電話に出ることができません。通常、長時間電話機から離れる
ときにこのプレゼンスを使用します。

電話機のグループのページング（マルチキャストページ

ング）
管理者は、電話機をページンググループの一部として設定できます。ページンググループ内で

は、お使いの電話機は、電話機システムの他のマルチプラットフォーム電話機からのページン

グに自動的に応答できます。各ページンググループには、それに関連付けられた固有の番号が

あります。管理者は、設定されたページンググループ番号を提供します。電話機がページング

されると、短いビープ音が3回鳴ります。電話機が、あなたとあなたにコールした電話機の間
で片通話を確立します。ページを承認する必要はありません。

手順

ページンググループの番号をダイヤルします。
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コールセンター機能
管理者は、ご使用の電話機をコールセンターの電話機として設定します。

コールセンターエージェントとしてのサインイン

コールセンターエージェントとしての業務を開始する準備ができたら、電話機にサインインし

てステータスを設定します。

手順

ステップ 1 [Agtサインイン（AgtSgnIn）]を押します。

ステップ 2 [Agtステータス（Agt status）]を押します。

ステップ 3 [利用可能（Available）]ステータスを強調表示します。

ステップ 4 [選択（Select）]を押します。

コールセンターエージェントとしてのサインアウト

コールセンターエージェントとしての業務を終了する準備ができたら、ステータスを変更し

て電話機からサインアウトします。サインアウトすると、コールセンターコールを受信しま

せん。

通話中にその通話が終了したらすぐにサインオフすることがわかっている場合、ステータスを

[ラップアップ（Wrap-up）]に変更できます。

手順

[Agtサインアウト（AgtSgnOut）]を押します。

コールセンターエージェントとしてのステータス変更

往々にして、短い休憩が必要な場合があります。そのためには、ステータスを変更して、その

通話により電話機の呼出音が鳴らないようします。

手順

ステップ 1 [Agtステータス（Agt status）]を押します。
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ステップ 2 [利用不可（Unavailable）]ステータスを強調表示します。

ステップ 3 [選択（Select）]を押します。

ステップ 4 [Agtステータス（Agt status）]を押します。

ステップ 5 [利用可能（Available）]ステータスを強調表示します。

ステップ 6 [選択（Select）]を押します。

ステップ 7 [ラップアップ（Wrap-up）]ステータスを強調表示します。

ステップ 8 [選択（Select）]を押します。

コールセンターコールの受信

コールセンターエージェントとして電話機にサインインして、電話機のステータスが利用可

能に設定されている場合、電話機はコールセンターコールを受信できます。コールに応答す

る前に、コールに関する情報が表示されます。

手順

ステップ 1 通話を受信すると、通話の情報ページが表示されます。終了するには [戻る（Back）]を押し、
受信するには [応答（Answer）]を押します。

ステップ 2 コールの詳細を表示するには、[コール情報（Call Info）]を押します。

ステップ 3 通話を終了するときには、[通話終了（End call）]を押します。

エージェントコールの保留

コールセンターコール中に、発信者を保留したりコールに戻ったりすることができます。コー

ルを長時間保留すると、電話画面でリマインダ音やリングスプラッシュが鳴ります。

手順

ステップ 1 [保留（Hold）]ボタンを押す。

ステップ 2 戻る準備ができたら、保留中のコールを選択して [再開（Resume）]を押します。

コールセンターコール中の処置コードの設定

廃棄コードをアクティブな顧客の通話、または通話の後で状態を [ラップアップ（Wrap-up）]
に設定した後にに割り当てる事ができます。廃棄コードは、通話を説明する通話レコードに適
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用される簡易ラベルです。これは、コールにラベルを付けて、コールに関する詳細を見落とさ

ないよう顧客への連絡履歴を追跡する簡単な方法です。

始める前に

管理者は、電話機に処置コードを追加できます。

手順

ステップ 1 [廃棄コード（Disp Code）]を押す。

ステップ 2 [OK]を押します。

コールのトレース

アクティブコールとエージェントステータスで最後の着信コールをトレースできます。

始める前に

管理者は、電話機でコールのトレースを有効にします。

手順

アクティブコールから、またはコール後に [トレース（Trace）]を押します。

スーパバイザへのコールのエスカレーション

コールのエスカレーションが必要な場合、ユーザや発信者とともにスーパバイザを電話会議に

追加できます。

始める前に

管理者が電話機で緊急エスカレーションを有効にします。

手順

ステップ 1 アクティブコールから、[緊急（Emergency）]を押します。

ステップ 2 [緊急エスカレーション（Emergency Escalation）]ウィンドウで、[OK]をクリックします。
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優先する緊急エスカレーション番号を入力できます。または、スーパバイザ設定がない場合は

空のままにすることができます。緊急エスカレーション番号は表示されません。
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第 3 章

コンタクト

•複数のディレクトリで連絡先を検索する（43ページ）
•社内ディレクトリ(Corporate Directory)（44ページ）
•個人用アドレス帳（48ページ）
•着信コールおよび発信コールの名前の逆引きルックアップ（50ページ）

複数のディレクトリで連絡先を検索する
同時に複数のディレクトリで連絡先を検索することができます。Broadsoftディレクトリが設定
されている場合、次の場所の連絡先が検索されます。

• Broadsoftの全ディレクトリ

•エンタープライズディレクトリ

•グループディレクトリ（エンタープライズディレクトリに含まれる）

•エンタープライズ共通ディレクトリ

•グループ共通ディレクトリ

•個人ディレクトリ

• LDAPディレクトリ（設定されている場合）

•ユーザの個人アドレス帳

検索結果から、連絡先の詳細を表示したり、連絡先を個人アドレス帳に追加したり、連絡先に

電話をかけることができます。コールする前に番号を編集することもできます。

手順

ステップ 1 [連絡先（Contacts）]ボタン を押します。

ステップ 2 [すべて選択（All）]を選択します。

ステップ 3 検索する連絡先の名前を入力します。
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名前の任意の箇所に検索文字列を含む姓または名が検索されます。

ステップ 4 [検索（Search）]を押します。

検索結果には、名前の完全一致と部分一致の両方が表示されます。

ステップ 5 （任意）連絡先の詳細を表示するには、検索結果内の連絡先を強調表示し、[詳細（Details）]
を押します。

ステップ 6 （任意）電話の個人アドレス帳に連絡先を追加するには、次の手順を実行します。

a) 連絡先の詳細を表示しながら、[オプション（Option）]を押します。
b) [連絡先の追加（Add Contact）]を選択します。
c) 連絡先の詳細を入力し、[保存（Save）]を押します。

ステップ 7 （任意）連絡先に電話をかけるには、検索結果の連絡先を強調表示し、[コール（Call）]を押
します。

ステップ 8 （任意）ダイヤルする番号を変更してから連絡先に電話をかけるには、次の手順に従います。

a) 検索結果の連絡先を強調表示し、[通話の編集（Edit call）]を押します。
b) 必要に応じて番号を編集します。
c) [通話]を押します。

社内ディレクトリ(Corporate Directory)
電話機で同僚の番号を検索して簡単に電話をかけることができます。管理者がこのディレクト

リを設定し、保守します。

お使いの電話機は、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）ディレクトリ、Broadsoft
Directory、および Cisco XML Directoryの 3種類の企業ディレクトリをサポートしています。

社内ディレクトリの連絡先のダイヤル

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 定義したディレクトリ名を選択します。

ステップ 3 検索条件を選択します。

ステップ 4 検索条件を入力し、[送信（Submit）]を押します。

ステップ 5 連絡先を選択して、[コール（Call）]を押します。
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Broadsoftディレクトリ
Broadsoftディレクトリ内で個人、グループ、または企業の連絡先を検索したり表示したりでき
るため、簡単に電話をかけることができます。管理者がお使いの電話機にBroadsoftディレクト
リを設定します。このアプリケーション機能は、BroadSoftのExtended Services Interface（XSI）
を使用します。

Broadsoftディレクトリにて連絡先を検索

始める前に

電話機の管理者Webページで管理者が [ディレクトリの種類（Directory Type）]を [企業
（Enterprise）]、[グループ（Group）]、または[個人（Personal）]に設定します。

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（BroadSoft directory）]を選択する。

ステップ 3 検索条件を選択します。

• BroadSoftの企業ディレクトリまたはグループディレクトリでは、姓、名、ユーザ ID、電
話番号、内線、部署、またはメールアドレスによって連絡先を検索できます。

• Broadsoft個人ディレクトリでは、連絡先を名前または番号によって検索できます。

ステップ 4 検索条件を入力し、[送信（Submit）]を押します。

Broadsoftディレクトリの連絡先タイプの編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（Broadsoft directory）]を選択します。

ステップ 3 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 4 [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 5 [タイプ（Type）]フィールドを選択します。
Broadsoftディレクトリの連絡先タイプとして企業、グループ、または個人を選択できます。

ステップ 6 [保存（Save）]を押して、変更内容を適用します。
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BroadSoftディレクトリ名の編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（Broadsoft directory）]を選択します。

ステップ 3 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 4 [設定を編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 5 [ディレクトリ名（Directory Name）]フィールドを編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]を押して、変更内容を適用します。

Broadsoftディレクトリのサーバ名の編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（Broadsoft directory）]を選択します。

ステップ 3 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 4 [設定を編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 5 [ホストサーバー（Host Server）]を選択します。

ステップ 6 [編集（Edit）]を押して、サーバーエントリを変更します。

ステップ 7 [ホストサーバー（Host Server）]フィールドを編集します。

ステップ 8 [保存（Save）]を押して、変更内容を適用します。

Broadsoftディレクトリのユーザ IDの編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（Broadsoft directory）]を選択します。

ステップ 3 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 4 [設定を編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 5 [ユーザーID（UserID）]を選択します。

ステップ 6 [編集（Edit）]を押してBroadsoftディレクトリのユーザIDを編集する。

ステップ 7 [適用（Apply）]を押して、変更内容を保存します。
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ステップ 8 [ユーザーID（User ID）]フィールドを編集します。

ステップ 9 [保存（Save）]を押して、変更内容を適用します。

BroadSoftディレクトリのパスワードを編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [Broadsoftディレクトリ（Broadsoft directory）]を選択します。

ステップ 3 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 4 [設定を編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 5 [パスワード（Password）]を選択します。

ステップ 6 [編集（Edit）]を押して、エントリを変更します。

ステップ 7 [適用（Apply）]を押して、変更内容を保存します。

ステップ 8 [パスワード（Password）]フィールドを編集します。

ステップ 9 [保存（Save）]を押して、変更内容を適用します。

LDAPディレクトリ
Cisco IP電話はLightweightディレクトリアクセスプロトコル（LDAP）v3に対応しています。
名前、電話番号、またはその両方の指定されたLDAPディレクトリを検索できます。Microsoft
Active Directory 2003や OpenLDAPベースのデータベースなどの、LDAPベースのディレクト
リがサポートされています。

LDAPディレクトリにて連絡先を検索

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）] を選択する。

ステップ 3 検索条件を入力します。
連絡先の名前と名字を使って検索できます。

ステップ 4 [送信]を押します。
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個人用アドレス帳

個人用アドレス帳に新しい連絡先を追加

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [個人アドレス帳（Personal address book）]を選択する。

ステップ 3 [ツイカ（Add）]を押します。

ステップ 4 姓、名、および番号を入力します。

ステップ 5 名前と1つ以上の電話番号を入力します。

ステップ 6 連絡先のカスタム着信音を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を押して、パーソナルディレクトリにエントリを追加します。

電話機のWebページによる個人用アドレス帳への新規連絡先の追加

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（UserLogin）]> [パーソナルディレクトリ（Personal
Directory）]を選択します。

ステップ 2 [パーソナルディレクトリに追加（Add to Personal Directory）]をクリックします。

ステップ 3 姓、名、および番号を追加します。

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

個人用アドレス帳での連絡先の検索

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [個人アドレス帳（Personal address book）]を選択する。

ステップ 3 [オプション（Option）] > [検索（Search）]を選択します。

ステップ 4 検索するアドレスエントリを入力し、[送信（Submit）]を押します。
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名前でのみ検索できます（大文字と小文字は区別されません）。番号による検索には対応して

いません。

個人用アドレス帳の連絡先へのコール

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [個人アドレス帳（Personal address book）]を選択し、エントリを検索します。

ステップ 3 ダイヤルする個人アドレス帳のエントリを選択します。

ステップ 4 [通話]を押します。

個人用アドレス帳の連絡先の編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [個人アドレス帳（Personal address book）]を選択し、エントリを検索します。

ステップ 3 変更するエントリを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]を押します。

ステップ 5 エントリの情報を変更します。

ステップ 6 [保存（Save）]を押して、電話番号を変更します。

個人用アドレス帳から連絡先を削除する

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 [個人アドレス帳（Personal address book）]を選択する。

ステップ 3 アドレスエントリを選択し、[オプション（Option）]> [削除（Delete）]を押してエントリを削
除します。
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着信コールおよび発信コールの名前の逆引きルックアッ

プ
着信コール、発信コール、電話会議、コール転送で、番号の名前を逆引きルックアップしま

す。電話機がサービスプロバイダーディレクトリ、通話履歴、または連絡先を使用して名前

を検索できない場合、名前の逆引きルックアップが機能します。名前の逆引きルックアップに

は、有効な LDAPディレクトリ設定または XMLディレクトリ設定が必要です。

名前の逆引きルックアップでは、電話機の外部ディレクトリを検索します。検索が成功する

と、コールセッションと通話履歴に名前が表示されます。同時に複数のコールがある場合、名

前の逆引きルックアップでは 1つ目の電話番号と一致する名前が検索されます。2つ目のコー
ルが接続または保留されたとき、名前の逆引きルックアップでは2つ目のコールに一致する名
前が検索されます。

名前の逆引きルックアップは、デフォルトで有効になっています。

名前の逆引きルックアップでは、次の順序でディレクトリが検索されます。

1. 電話連絡先

2. コール履歴

3. LDAPディレクトリ

4. XMLディレクトリ
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第 4 章

通話履歴

•最近の通話リスト（51ページ）
•最近の通話履歴を表示する（51ページ）
• BroadWorks XSIサーバからの通話履歴を表示（52ページ）
•最近の通話履歴に戻る（53ページ）
•最近の通話履歴を消去する（53ページ）
•通話履歴レコードからの連絡先の作成（53ページ）
•コールレコードの削除（54ページ）
•全ての通話履歴を削除（54ページ）

最近の通話リスト
履歴リストを使用すると、最近の180件の個別コールおよびコールグループを確認できます。

履歴リストが最大サイズに到達すると、次の新しいエントリによりリスト内の最も古いエント

リが上書きされます。

最近の通話履歴を表示する
最近誰からコールがあったかを確認できます。

各回線には不在着信バッジがあります。電話機の画面で、回線ごとの不在着信件数を表示でき

ます。最大不在着信のバッジは99です。特定の回線の [電話]画面で [すべての通話]または [不
在通話]リストを表示すると、選択した回線の不在通話バッジが消去されます。

履歴リストに表示されるコールは180件までに制限されているため、不在着信バッジと実際の
不在着信数は異なる場合があります。この制限は、発信コール、不在着信、および着信コール

で構成されます。また、古い不在着信が不在着信バッジのカウントに追加されている場合があ

ります。これは履歴リストで上書きできます。

（注）
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手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [通話履歴（Recent）]を選択します。

ステップ 3 すべての通話履歴の表示、または特定の種類の通話履歴の表示を選択します。

•すべてのコール
•不在履歴
•受信コール
• Placed Calls
•次からの最近の通話履歴を表示

[次からの最近の通話履歴を表示（Display recents from）]オプションで通話を表示するには、
BroadWorks XSIサーバからの通話履歴を表示（52ページ）を参照してください。

BroadWorks XSIサーバからの通話履歴を表示
選択に応じて、BroadWorksXSIサーバーの通話ログとローカル通話ログの個別リストを表示で
きます。

始める前に

管理者は、電話機のメニューから[最近の履歴の表示（Display recents）]を追加します。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [通話履歴（Recent）]を選択します。

ステップ 3 [最近の通話履歴を表示（Display recents from）] を選択し、オプションの一つを選びます。

• [サーバー（Server）]：サーバに転送され、保存されている通話のログを表示します。
• [電話機（Phone）]：電話機に保存された通話ロゴを表示します。

ステップ 4 [設定（Set）]をクリックします。

すべての通話、不在着信、受信した通話、発信通話のリストを吸表示できます。
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最近の通話履歴に戻る

手順

ステップ 1 [通話履歴（Recents）]を押します。

管理者が [不在（Missed）]ソフトキーを設定し、不在着信があると、電話のホーム画面の [不
在（Missed）]ソフトキーを使用して [不在着信（Missed calls）]リストにアクセスできます。

ステップ 2 ダイヤルするコールレコードを選択します。

ステップ 3 （任意）通話履歴を編集するには[コールの編集（Edit call）]を押します。

ステップ 4 [通話]を押します。

最近の通話履歴を消去する

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [通話履歴（Recent）]を選択します。

ステップ 3 削除するリストを選択します。

•すべてのコール
•不在履歴
•受信コール
• Placed Calls
•次からの最近の通話履歴を表示

ステップ 4 [オプション（Option）]を押して、[すべて削除（Delete all）]を押します。

ステップ 5 OKを押します。

通話履歴レコードからの連絡先の作成

手順

ステップ 1 通話履歴を表示します。
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ステップ 2 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 3 [連絡先の追加（Add contact）]を押します。

コールレコードの削除

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [通話履歴（Recent）]を選択します。

ステップ 3 すべての通話履歴の表示、または特定の種類の通話履歴の表示を選択します。

•すべてのコール
•不在履歴
•受信コール
• Placed Calls
•次からの最近の通話履歴を表示

ステップ 4 削除する個々のレコードまたはコールグループを強調表示します。

ステップ 5 [オプション（Option）]を押します。

ステップ 6 [入力の削除（Delete entry）]を選択します。

ステップ 7 OKを押します。

全ての通話履歴を削除
電話機のすべての通話履歴レコードを削除できます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [通話履歴（Recent）]を選択します。

ステップ 3 [すべてのコール（All calls）]を選択します。

ステップ 4 [オプション（Option）]を押して、[すべて削除（Delete all）]を押します。

ステップ 5 OKを押します。
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第 5 章

ボイスメール

•ボイスメールアカウント（55ページ）
•新しいボイスメッセージの確認（56ページ）
•ボイスメールへのアクセス（56ページ）
•音声ボイスメールへのアクセス（56ページ）

ボイスメールアカウント
電話機からボイスメッセージに直接アクセスすることができます。ただし、管理者はボイス

メールアカウントを設定する必要があります。ボイスメールシステムにアクセスするように電

話機を設定することもできます。

管理者が電話機の [メッセージ（Messages）]ソフトキーを有効にした場合、ソフトキーを使用
してボイスメールシステムにアクセスできます。

着席していない場合は、ボイスメールシステムを呼び出してボイスメールにアクセスすること

ができます。管理者は、ボイスメールシステムの電話番号を提供できます。

ボイスメールシステムはそれぞれ異なっているため、お使いのボイスメールシステムの使用

方法を説明することはできません。お使いのボイスメールコマンドの詳細については、そのボ

イスメールシステムのユーザマニュアルを参照するか、管理者にお問い合わせください。

電話機でのボイスメールのセットアップ

管理者が電話でボイスメールの電話番号を設定していない場合は、自分で設定することができ

ます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ユーザ設定（User Preferences）] > [通話の設定（Call Preferences）]を選択します。

ステップ 3 [ボイスメール（Voice mail）]にボイスメール電話番号を入力します。
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ステップ 4 [設定（Set）]を押します。

新しいボイスメッセージの確認
新しいボイスメールメッセージが届いているかどうか確認するには、次のいずれかの表示を調

べます。

•不在着信の数とボイスメールメッセージの数が画面上に表示されている。新しいメッセー
ジの数が 99を超えると、プラス（+）記号が表示されます。

•感嘆符（！）は、緊急のボイスメールメッセージを示します。

：電話回線を使用する際に、スピーカーフォンから断続トーンが聞こえます。回線にボイス

メッセージがある場合にのみ断続トーンが聞こえます。

ボイスメールへのアクセス

始める前に

管理者は電話機の [メッセージ（Messages）]ソフトキーを有効にします。

手順

ステップ 1 [メッセージ（Messages）]ボタンを押します。

ステップ 2 音声プロンプトに従います。

音声ボイスメールへのアクセス
管理者による電話機のセットアップ方法によっては、メッセージ一覧を確認しなくてもボイス

メールを取得できる可能性があります。ボイスメールメッセージの一覧を使用するものの、ビ

ジュアルガイダンスなしでメッセージにアクセスすることもある場合には、このオプションが

便利です。

手順

ステップ 1 スクリーン上で、[音声（Audio）]ソフトキーを押します。

ステップ 2 要求されたら、ボイスメール資格情報を入力します。
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第 6 章

設定

•呼出音の変更（57ページ）
•電話機のWebページによる着信音の割り当て（58ページ）
•特定の状況での電話機からのコールの転送（58ページ）
•電話機の画面から [サイレント（Do Not Disturb）]をオンにします。（59ページ）
•電話機のウェブページから DNDをオンにする（59ページ）
•非通知着信の拒否（60ページ）
•発信者 IDのブロック （60ページ）
•通話を安全化する（61ページ）
•自動応答ページのセットアップ（61ページ）
•ボイスメールのセットアップ（62ページ）
•時間形式を変更する（62ページ）
•日付形式の変更（62ページ）
•電話機のWebインターフェースによるスクリーンセーバーの設定（63ページ）
•スクリーンセーバーの変更（64ページ）
•電話機の背景としてロゴを追加する（65ページ）
•電話機のページから壁紙を変更する（65ページ）
•電話機のWebページからバックライトタイマーを調整する（66ページ）
•言語の設定（66ページ）
•パスワードの設定（67ページ）
•プロフィールアカウントのセットアップ（67ページ）
• BroadWorks XSIユーザー用に複数のロケーションを追加（68ページ）

呼出音の変更
着信通話の着信音を設定できます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
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ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [着信音（Ringtone）] > [内線 (n)の着信音（Ext (n) - Ring
tone）]（nは内線番号）を選択します。

ステップ 3 呼出音のリストをスクロールし、[再生]を押してサンプルを聞きます。

ステップ 4 [選択（Select）]を押してから [設定（Set）]を押して選択内容を保存します。

電話機のWebページによる着信音の割り当て

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [内線（n）
（Ext(n)）]を選択します。(n)は内線番号です。

ステップ 2 [コール機能の設定（Call Feature Settings）]エリアで、[デフォルト呼出音（Default Ring）]
ドロップダウンリストから呼出音を選択します。

電話回線の呼出音を指定しない場合、[呼出音なし（Noring）]を選択します。着信コール受信
時に電話は鳴りません。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

特定の状況での電話機からのコールの転送
話中の時など、特定な状況で通話が転送されるように電話機を設定できます。

始める前に

特定の状況で通話を転送する前に、電話でコール転送を有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ユーザ設定（User Preferences）] > [通話の設定（Call Preferences）]を選択します。

ステップ 3 [コール転送（Call forwarding）]で [オン（On）]を選択してコール転送を有効にします。

ステップ 4 有効にする各コール転送サービス用の電話番号を入力します。

• [すべての番号を転送（Forward all number）]：すべての着信コールを特定の電話番号に
転送します。

• [話中の番号を転送（Forward busy number）]：プライマリ回線がアクティブ状態の場合、
すべての着信コールを特定の電話番号に転送します。
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• [応答のない番号を転送（Fwd no answer number）]：応答のない着信通話を転送します。
• [応答なし転送の遅延（Fwd no answer delay）]：応答遅延時間を割り当てます。

管理者がお使いの電話機の機能キー同期（FKS）を無効にした場合、通話の転送が必要と
なるまでの時間を秒数として入力できます。

管理者がお使いの電話機の機能キー同期（FKS）を有効にした場合、通話の転送が必要と
なるまでに鳴る着信音の回数を入力できます。

ステップ 5 [設定（Set）]を押します。

電話機の画面から [サイレント（Do Not Disturb）]をオン
にします。

集中したい時はサイレント（DND）に設定すれば、電話機をサイレント状態にして着信通話通
知を抑止できます。すべての着信コール通知を抑止することも、特定の通話者の通知を抑止す

ることもできます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [コールの設定（Call preferences）] > [応答不可（Do not

disturb）]を選択します。

邪魔しないでくださいメニューが画面に表示されない場合は、管理者に連絡してくだ

さい。

（注）

ステップ 3 [オン（On）]を選択して DNDをオンにするか、[オフ（Off）]を選択して DNDをオフにしま
す。

ステップ 4 [設定（Set）]を押して設定を保存します。

電話機のウェブページから DNDをオンにする

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]
を選択します。
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ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]の下で、[DND設定（DNDSettings）]を [はい（Yes）]
に設定します。

管理者が機能キー同期（FKS）を有効にしていなければ、すべての回線で DNDをオンにする
ことができます。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

非通知着信の拒否
発信者情報のない着信をブロックできます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [通話の設定（Call preference）] > [匿名通話をブロック

（Block anonymous call）]を選択します。

ステップ 3 [オン（On）]を選択して発信者情報が無い通話をブロックするか、[オフ（Off）]を選択して
通話を許可します。

ステップ 4 [設定（Set）]を押して設定を保存します。

発信者 IDのブロック
電話をかけるときにあなたの名前と電話番号が受信者の画面に表示されないように、発信者識

別をブロックすることができます。この機能はプライバシー保護に役立ちます。

始める前に

管理者が、お使いの電話機でこのブロックCID機能を有効にします。

管理者が、XSI BroadWorksサーバーでブロックCID機能を有効にします。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ユーザ設定（User Preferences）] > [通話の設定（Call Preferences）]を選択します。

ステップ 3 [発信者IDのブロック（Block caller ID）を選択します。

ステップ 4 [選択（Select）]を押して、発信者IDブロックをオンまたはオフに切り替えます。
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管理者が発信者 IDのブロック機能をXSI Broadwordsサーバで有効にした場合、お使いの電話
機がサーバから値を取り戻し、管理者がサーバに設定した値が表示されます。この値は電話機

の [発信者IDブロック（Block caller ID）]メニューから変更できます。

ステップ 5 [設定（Set）]を押して、変更を保存します。

通話を安全化する
コールを暗号化して、盗聴者から保護することができます。すべての発信通話または特定の通

話に対してセキュアコール機能を設定できます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [通話の設定（Call preference）] > [セキュア通話（Secure

Call）]を選択します。

ステップ 3 セキュアコール機能を有効にする場合は [オン（On）]を選択し、セキュアコール機能を無効
にする場合は [オフ（Off）]を選択します。

ステップ 4 [設定（Set）]を押して設定を保存します。

自動応答ページのセットアップ

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User Preferences）] > [通話設定（Call Preference）] > [オートアンサーページ

（Auto Answer Page）]を選択します。

ステップ 3 [オン（On）]を選択して自動応答ページを有効にするか、 [オフ（Off）]を選択して自動応答
ページを無効にします。

ステップ 4 [設定（Set）]を押して変更を保存します。
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ボイスメールのセットアップ

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）]> [コールの設定（Call preferences）]> [ボイスメール（Voice

mail）]を選択します。

ステップ 3 ボイスメールを確認する電話番号を入力します。

ステップ 4 [設定（Set）]を押して、割り当てられた番号を確認します。

ステップ 5 [戻る（Back）]を押して終了します。

時間形式を変更する
電話機の画面に表示される現在の時間形式を変更できます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [日時（Date/Time）] > [時間形式（Time format）]

を選択します。

サマータイムを設定するには、[デバイス管理（Deviceadministration）]> [日時（Date/Time）]>
[サマータイム（Daylightsavings）]を選択します。サマータイムをオンにするには [オン（On）]
を選択し、オフにするには [オフ（Off）]を押します。

ステップ 3 （任意） [デバイス管理（Device administration）]> [日時（Date/Time）]> [タイムゾーン（Time
zone）]を選択します。

ステップ 4 時間形式を選択し、[設定（Set）]を押して変更を適用します。

日付形式の変更
電話機の画面に表示する日付の形式を変更することができます。
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手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [日時（Date/Time）] > [日付形式（Date format）]

を選択します。

ステップ 3 日付形式を選択し、[設定（Set）]を押して変更を適用します。

電話機のWebインターフェースによるスクリーンセー
バーの設定

電話機のスクリーンセーバーを設定できます。電話機が指定された期間アイドル状態が続く

と、スクリーンセーバーモードに入ります。

ボタンを押すと、電話機が通常モードに戻ります。

手順

ステップ 1 電話機のウェブページで、[音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択する。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで、次の表の説明に従ってフィールドをセットアップします。

説明パラメータ

電話機でスクリーンセーバーを有効にするに

は、[はい（Yes）]を選択します。電話機が指
定された期間アイドル状態が続くと、スクリー

ンセーバーモードに入ります。

デフォルト：[いいえ（No）]

[スクリーンセーバーの有効化（Screen Server
Enable）]

スクリーンセーバーの種類。次のオプション

を選択できます：

• [クロック（Clock）]：単色背景にデジタ
ル時計を表示します。

• [ダウンロード画像（DownloadPicture）]：
電話機のWebページから取得された画像
を表示します。

• [ロゴ（Logo）]：電話画面にロゴを表示し
ます。 [ロゴのURL（LogoURL）]フィー
ルドでロゴ画像を追加します。

[スクリーンセーバーのタイプ（Screen saver
type）]
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説明パラメータ

スクリーンセーバーが表示されるまでのアイ

ドル時間の長さです。

スクリーンセーバーが開始されるまでのアイ

ドル時間の秒数を入力します。

デフォルト：300

[スクリーンセーバー待機（ScreenSaverWait）]

電話画面の背景に表示する（.png）ファイルを
示す URLです。写真をスクリーンセーバー
タイプとして選択した場合、この画像が電話

機の画面にスクリーンセーバーとして表示さ

れます。

新しい壁紙をダウンロードするために正しく

ないURLを入力すると、電話は新しい壁紙に
アップグレードすることができず、既存のダ

ウンロードされた壁紙を表示します。電話機

にダウンロード済みの壁紙がない場合は、グ

レーの画面が表示されます。

[画像のダウンロードURL（Picture Download
URL）]

ロゴ画像が保存されている場所のURLまたは
パスを入力します。ロゴをスクリーンセーバー

タイプとして選択すると、この画像は電話画

面にスクリーンセーバーとして表示されます。

[ロゴのURL（Logo URL）]

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

スクリーンセーバーの変更
電話機のスクリーンセーバーを有効にして、スクリーンセーバーの種類とスクリーンセーバー

が表示される前に電話機がアイドル状態になるまでの時間を指定できます。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [画面設定（Screen preferences）] > [スクリーンセーバー

（Screen saver）]を選択します。

ステップ 3 [オン（On）]を選択してスクリーンセーバーをオンにし、[オフ（Off）]を選択してオフにし
ます。

ステップ 4 次の設定を選ぶには [スクリーンセーバーの設定（Screen saver settings）]を選択します:
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• [スクリーンセーバーのタイプ（Screen saver type）]：次のオプションのいずれかを選択し
ます。

• [クロック（Clock）]：円形の時計が描かれた壁紙を背景に表示します。

• [ダウンロード画像（Download Picture）]：電話機のWebページから取得された画像を
表示します。

• [ロゴ（Logo）]：電話機のスクリーンセーバーとしてロゴを表示します。この画像
は、電話機のWebページの [ロゴのURL（Logo URL）]フィールドで追加されます。

• [トリガー間隔（Trigger interval）]：スクリーンセーバーがオンになるまでの、電話機がア
イドル状態となっている秒数を入力します。

• [更新間隔（Refresh interval）]：スクリーンセーバーが更新されるまでの秒数を入力しま
す（画像のローテーションを選択した場合など）。

ステップ 5 [設定（Set）]を押します。

電話機の背景としてロゴを追加する
電話画面の背景としてロゴアイコンを追加するには、電話機のWebページから追加します。

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]
を選択します。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで、[電話機の背景（Phone Background）]フィールドから [ロゴ
（Logo）]を選択し、[ロゴのURL（LogoURL）]フィールドにロゴ画像が保存されている場所
の URLまたはパスを入力します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機の背景にロゴを追加した後で、[電話機の背景（PhoneBackground）]リストから [デフォ
ルト（Default）]を選択して変更を保存すると、電話画面のロゴアイコンは消えます。

電話機のページから壁紙を変更する
管理者は、電話機のデフォルトの壁紙を、利用可能ないずれかの壁紙に変更することを許可で

きます。
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手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（UserLogin）]> [音声（Voice）]> [ユーザ（User）]
を選択します。

ステップ 2 [電話機の背景（Phone Background）]フィールドの [画面（Screen）]セクションで、任意のオ
プションを電話機の壁紙として選択します。

• [デフォルト（Default）]：電話機には壁紙がありません。電話機の画面に壁紙が追加され
ない場合、電話機の画面にはモノクロの壁紙が表示されます。

• [ロゴ（Logo）]：電話機のWebページで、電話機の背景のオプションとして [ロゴ（Logo）]
を選択できます。[ロゴのURL（Logo URL）]に追加したロゴは、壁紙として使用されま
す。

[ロゴのURL（Logo URL）]または [画像のダウンロードURL（Picture Download
URL）]は、255文字を超えないようにする必要があります。

注意

ロゴの表示領域は、電話機の画面の中央です。電話機のロゴ表示領域のサイズは、128 ×
128ピクセルです。元のロゴのサイズが表示領域に収まらない場合、ロゴは表示領域に合
わせてスケーリングされます。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機のWebページからバックライトタイマーを調整す
る

あらかじめ設定した時間に電話機のバックライトを無効にすることで、省エネできます。バッ

クライトがオフの状態でも、電話機のデスクトップは表示されたままです。

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[ユーザログイン（User Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択します。

ステップ 2 [画面（Screen）]の下で、[バックライトタイマー（Back Light Timer）]パラメータの期間を選
択します。

言語の設定
お使いの携帯電話の設定によっては、お使いの携帯電話の言語を変更することができます。
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手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [言語（Language）]を選択します。

ステップ 3 使用可能な言語のリストから言語を選択します。

ステップ 4 [保存]を選択します。

パスワードの設定
ネットワークセキュリティを維持するために、電話機のパスワードは定期的に再設定してくだ

さい。盗難を避けるため、すべてのパスワードを安全な場所に保管してください。

始める前に

既存のパスワードが必要です。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）]> [パスワードの設定（Set password）]を選択します。

ステップ 3 [旧パスワード（Old password）]フィールドに現在使用しているパスワードを入力します。

ステップ 4 [新規パスワード（New password）]フィールドと [新規パスワードの再入力（Reenter new
password）]フィールドに新しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [保存]を選択します。

プロフィールアカウントのセットアップ
[プロファイルアカウントの設定（Profile account setup）]画面でプロンプトが表示されたら、
プロビジョニングプロファイルと電話機を再同期するために、認証資格情報を入力する必要が

あります。

プロファイルアカウントの設定画面がわからなくなった場合、電話メニューまたは、利用可能

な場合はセットアップからもアクセスできます。

電話機がサインインに失敗する場合、管理者にお問い合わせください。

始める前に

管理者は、電話機でプロファイル認証タイプを指定し、認証資格情報を提供します。
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手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。
ステップ 2 [デバイス管理（Device administration）] > [プロフィールアカウント設定（Profile account

setup）]を選択する。
あなたのユーザ名とパスワードは自動的に入力されます。以前にユーザ名とパスワードが追加

されていない場合、これらの欄は空白です。

ステップ 3 [サインイン（Sign in）]を押して、ユーザ名とパスワードを保存します。

[ユーザ名（Username）]欄または[パスワード（Password）]欄のいずれかが空白の
場合、電話機では灰色の [サインイン（Sign in）]ソフトキーが表示され、ソフトキー
を押すことはできません。

（注）

ステップ 4 （任意）別の認証情報でログインする場合は、新しいユーザー名とパスワードを入力します。

BroadWorks XSIユーザー用に複数のロケーションを追加
ユーザは、電話機の内線に複数の場所を追加できます。このため、着信コールをユーザの電話

機から、内線に追加した他のモバイルフォンまたはデスクフォンにシームレスに移動させる

ことができます。

始める前に

管理者が、内線でエニウェア機能を有効にしています。

手順

ステップ 1 [設定（Settings）]を押します。

ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [コールの設定（Call preferences）]を選択します。

ステップ 3 [エニウェア（Anywhere）]を選択します。

ステップ 4 （任意） BroadWorksエニウェアが複数の回線で構成されている場合は、回線を選択します。

ステップ 5 [場所（Locations）]画面に連絡先の番号と名前を追加します。

入力可能な名前の最大長は 25です。[名前（Name）]フィールドを空のままにしておくことも
できます。

入力可能な番号の最大長は 20です。

ステップ 6 場所を有効または無効にします。

ステップ 7 [保存（Save）]を押して、場所を [場所（Locations）]リストに追加します。
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第 7 章

製品の安全性とセキュリティ

•安全性とパフォーマンスの情報（69ページ）
•準拠宣言（71ページ）
•シスコ製品のセキュリティ（78ページ）
•重要なオンライン情報（78ページ）

安全性とパフォーマンスの情報

停電

電話機を経由して緊急サービスにアクセスするには、その電話機が電力を受信する必要があり

ます。停電が発生した場合、電源が復旧するまでは、電話サービスおよび緊急コールサービス

ダイヤルが機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再

設定してから、電話サービスおよび緊急コールサービスダイヤルを利用する必要があります。

規制区域

この電話機の無線周波数（RF）は、特定の規制区域用に設定されます。特定の規制区域の外部
でこの電話機を使用すると、電話機は適切に機能せず、現地の規制に違反するおそれがありま

す。

ヘルスケア環境

本製品は医療機器ではないため、他の装置や機器からの妨害を受けやすい無認可の周波数帯を

使用しています。
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外部デバイス

不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断する高品質の外部デバイス
を使用することをお勧めします。外部デバイスには、ヘッドセット、ケーブル、コネクタが含

まれます。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によって

は、雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処することをお勧めします。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、高品質なシールドおよびコネク
タを備えたケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。

欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC]に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロフォ
ン、ヘッドセットだけを使用してください。

注意

電話機への電力供給方法

次のいずれかの方法で携帯電話に電力を供給できます：

•電話機に付属している電源アダプタを使用します。

•ネットワークがPoweroverEthernet（PoE）に対応している場合、使用する会議電話をネッ
トワークに接続することができます。

ご使用のネットワークがPoEに対応しているかどうか不明な場合は、管理者に確認してくださ
い。

ネットワーク輻輳時の電話機の挙動

ネットワークパフォーマンスの低下の原因となるものは、電話の音声に影響を及ぼすため、場

合によっては、通話がドロップする可能性があります。ネットワークパフォーマンスの低下

は、次のような原因が考えられます。

•内部ポートスキャンやセキュリティスキャンなどの管理タスク

•サービス拒否攻撃など、ネットワーク上で発生した攻撃
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UL警告
デバイスに接続されたLAN/イーサネットケーブルは、屋外に延長させないでください。

準拠宣言

EUへの適合宣言

CEマーキング

機器および包装に次の CEマークが貼付されています。

EUへの RF被曝に関する宣言

このデバイスはEUEMF指令2014/53/EUの制限に従って評価され、準拠が確認されています。

適合宣言（米国）

Part 15無線デバイス

Part 15に適合した無線デバイスは、当該周波数で動作する他のデバイスと干渉のない状態で動
作します。Ciscoによる明確な許可なしに製品への変更を行った場合（Ciscoが生産していない
アンテナの使用を含む）、ユーザはこのデバイスの使用を禁止される可能性があります。

注意

適合宣言（カナダ）

このデバイスは、カナダ政府産業省のライセンス適用免除 RSS規格に適合しています。次の
2つの条件に従って動作するものとします。（1）本製品が干渉の原因となることはありませ
ん。また、（2）本製品はデバイスの望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含む、
すべての干渉を受け入れる必要があります。この電話機を使用する場合、通信のプライバシー

を確保できない可能性があります。

本製品は、該当する技術革新、科学および経済開発に関するカナダの技術仕様を満たしていま

す。
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Avis de Conformité Canadien

Cet appareil est conforme aux normes RSS exemptes de licence RSS d’Industry Canada. Le fonctionnement
de cet appareil est soumis à deux conditions : (1) ce périphérique ne doit pas causer d'interférence et (2)
ce périphérique doit supporter les interférences, y compris celles susceptibles d'entraîner un fonctionnement
non souhaitable de l'appareil. La protection des communications ne peut pas être assurée lors de l'utilisation
de ce téléphone.

Le présent produit est conforme aux spécifications techniques applicables d'Innovation, Sciences et
Développement économique Canada.

カナダの RF被曝に関する声明

このデバイスは、電波の被曝に関する ISEDRSS-102 R5で参照されている制限事項を満たして
います。

お使いの装置には、無線送信機と受信機が含まれています。装置は、カナダ保健省安全規則 6
を参照するRSS-102で参照されている電波（無線周波電磁界）への暴露に関する一般大衆（非
制御）の制限を超えないように設計され、年齢や健康に関係なく、すべての人の安全を確保す

るための十分な安全マージンが確保されています。

このため、システムは、エンドユーザが直接アンテナに触れずに操作できるように設計されて

います。ユーザまたはオペレータの全体的な暴露を減らすように設計されている規制のガイド

ラインに従って、指定されているユーザからの最低距離を確保できるようにアンテナを設置で

きる場所にシステムを配置することを推奨します。

デバイスには、無線認証プロセスの一部としてテストが実施され、該当する規制への準拠が確

認されています。

Déclaration d'Exposition aux RF Canadienne

CE PÉRIPHÉRIQUE RESPECTE LES LIMITES DÉCRITES PAR LA NORME RSS-102 R5
D'EXPOSITION À DES ONDES RADIO

Votre appareil comprend un émetteur et un récepteur radio. Il est conçu pour ne pas dépasser les limites
applicables à la population générale (ne faisant pas l'objet de contrôles périodiques) d'exposition à des
ondes radio (champs électromagnétiques de fréquences radio) comme indiqué dans la norme RSS-102 qui
sert de référence au règlement de sécurité n°6 sur l'état de santé du Canada et inclut une marge de sécurité
importantes conçue pour garantir la sécurité de toutes les personnes、 quels que soient leur âge et état de
santé.

En tant que tels、 les systèmes sont conçus pour être utilisés en évitant le contact avec les antennes par
l'utilisateur final. Il est recommandé de positionner le système à un endroit où les antennes peuvent demeurer
à au moins une distance minimum préconisée de l'utilisateur、 conformément aux instructions des
réglementations qui sont conçues pour réduire l'exposition globale de l'utilisateur ou de l'opérateur.

Le périphérique a été testé et déclaré conforme aux réglementations applicables dans le cadre du processus
de certification radio.
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カナダの高出力レーザーに関する声明

5250～ 5350 MHzおよび 5650～ 5850 MHz帯域では高出力レーダーが主ユーザ（つまり、優
先ユーザ）として割り当てられているため、これらのレーダーによるLE-LANデバイスへの干
渉および/または損傷が生じる場合があることに注意してください。

Devraient également être informés des utilisateurs que les radars à haute puissance sont désignés comme
utilisateurs principaux (à savoir des utilisateurs prioritaires) des bandes 5250-5350 MHz et 5650 à 5.850
MHz et que ces radars pourraient provoquer des interférences et / ou endommager les périphériques
LE-LAN.

ニュージーランドへの適合宣言

接続許可（PTC）一般警告

端末装置の任意のアイテムに対するTelepermitの付与は、Telecomがそのアイテムがネットワー
クへの接続のための最小条件を満たしていること認めたことを示しているに過ぎません。それ

はTelecomによる製品の保証を意味するものではなく、いかなる種類の保証も提供しません。
特に、ある品目が別のメーカーやモデルの Telepermit許可済み装置と組み合わせてあらゆる局
面で正常に動作することを保証するものではなく、ある製品がTelecomの全ネットワークサー
ビスと互換性があることを示すものでもありません。
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適合宣言（台湾）

DGTの警告宣言
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省電力およびビジュアル警告通知

適合宣言（アルゼンチン）

Advertencia

No utilizar una fuente de alimentación con caracteristícas distintas a las expresadas ya que podría ser
peligroso.

CP-8832-MIC-WLS CNC ID: 22259

CP-8832 CNC ID: 21503

適合情報（ブラジル）

Art. 6º - 506

この装置はセカンダリタイプのデバイスです。つまり、同じタイプのデバイスによって引き起

こされた干渉であったとしても有害な干渉に対する保護はなく、プライマリタイプのデバイス

に対していっさいの干渉を引き起こすこともできません。

詳細は、次のURLを参照してください。 http://www.anatel.gov.br

Este equipamento opera em caráter secundário, isto é, não tem direito a proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e não pode causar interferência a sistemas operando em
caráter primário.

Site Anatel: http://www.anatel.gov.br
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適合宣言（シンガポール）

適合情報（中国）

クラス A警告宣言

この宣言は、Cisco IP会議用電話 8832NRに適用されます。

適合情報（日本）

クラス B機器の VCCIコンプライアンス

日本無線コンプライアンス CP-8832

「5.2/5.3GHzは日本では屋内使用に限定」

適合情報（韓国）

R-CMM-TNY-CP-8832-MIC--MIC-8832-MICおよび CP-8832-POE
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R-R-TNY-CP-8832 (CP-8832-NR)

適合情報（メキシコ）
IFETEL: RCPCICP18-0445

承認：NYCE/CT/0125/18/TS

適合情報（ロシア）

ユーラシア税関同盟マーク（ロシア、ベラルーシ、カザフスタン）

FCC準拠宣言
Federal Communications Commission（FCC;連邦通信委員会）は、次の項目に関する準拠宣言を
義務付けています。

FCC Part 15.19宣言

本機器は、FCCルール Part 15に準拠しています。次の 2つの条件に従って動作するものとし
ます。1）本製品によって、有害な干渉が発生することはない。2）本製品は、望ましくない動
作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受け入れなければならない。

FCC Part 15.21宣言

装置に対し、準拠に責任を負う関係者によって明示的に承認されていない変更または修正を加

えると、ユーザがこの装置を使用する権利は無効になります。

本機器は、FCCルール Part 15に準拠しています。次の 2つの条件に従って動作するものとし
ます。1）本製品によって、有害な干渉が発生することはない。2）本製品は、望ましくない動
作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受け入れなければならない。この電

話機を使用する場合、通信のプライバシーを確保できない可能性があります。

FCC RF被曝に関する宣言

この装置は、制御されていない環境に対して規定された FCC被曝制限に準拠しています。エ
ンドユーザは、特定の操作マニュアルに従い、RF被曝に関する準拠事項を満たす必要があり
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ます。このトランスミッタは、ユーザから 20 cm以上離して使用する必要があり、他のアンテ
ナまたはトランスミッタと同じ場所に配置したり、同時に操作したりすることはできません。

5150～ 5250MHzの帯域で動作するデバイスは、同一チャネルのモバイル衛星システムへの有
害な電波干渉が発生する可能性を減らすため、屋内でのみ使用するようにしてください。

FCCレシーバーおよびクラス Bデジタル装置に関する宣言

この製品はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定されたクラス Bデジタル装置の仕様
に準拠しています。これらの制限は、住宅地で使用したときに、有害な干渉を防止する適切な

保護を規定したものです。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可

能性があり、手順に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が

起こることがあります。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するもの

ではありません。

装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合、装置のオン/オフを切り替えると干渉を確認
できます。その場合は、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

•受信アンテナの方向または場所を変更する。

•装置間の間隔を大きくする。

•装置をレシーバーとは別のコンセントに接続する。

•販売店または経験豊富なラジオまたは TV技術者に支援を要請する。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および

他の国の法律の対象となります。Ciscoの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術
の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販

売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意したものと見なされます。米国および他の国の法

律を順守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、https://www.bis.doc.gov/policiesandregulations/ear/index.htmを
ご覧ください。

重要なオンライン情報

エンドユーザライセンス契約書

エンドユーザライセンス契約書（EULA）は次の場所にあります。 https://www.cisco.com/go/
eula
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『Regulatory Compliance and Safety Information』

Regulatory Compliance and Safety Information（RCSI）は次の場所にあります。

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cuipph/8832/regulatory_compliance/
RCSI-0314-book.pdf
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